
 

文部科学省主催「共に学び、生きる共生社会コンファレンス」 

令和５年度共に学び、生きる共生社会コンファレンスin北海道 実施要項 
 

１ テ ー マ 「北海道における障害者の生涯学習～過去・現在・未来～」 
 

２ 趣  旨  平成26年の障害者権利条約の批准や平成28年の障害者差別解消法の施行等も踏まえて、学校 

卒業後の障害者が生涯を通じて学び続けられる社会、共に学び、生きる共生社会の実現に向け 

て、道内の持続的な生涯学習活動推進のための研究協議や実践の交流等を通して、実践内容の 

分析・共有、取組の充実を目指す。 
 

３ 開催日時 令和６年(2024年)２月３日（土）10:30～16:00 
 

４ 会  場 札幌市生涯学習センターちえりあ（北海道札幌市⻄区宮の沢１条１丁⽬１－10） 

※YouTubeライブ配信を利用したオンラインでの参加も可能 
 

５ 主  催 文部科学省、北海道教育委員会  
 

６ 主  管 医療法人稲生会 
  

７ 参加対象 どなたでも（障害のある方及びその家族、行政担当者、社会教育主事、公民館その他社会教育施 

設職員、特別支援学校等教職員、大学関係者、福祉サービス事業所職員、社会福祉協議会職員、 

企業、ＮＰＯその他関係団体や実践に関わる方等） 
 

８ 日程及び内容 

10:30 10:40      10:50    11:00        12:10                    13:40                      15:55  16:00 

  ※第１部及び第３部には、手話通訳が付く予定です 
 
(1) 説明①：「共に学び、生きる共生社会の実現に向けて」 

文部科学省総合教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課 
 

(2) 説明②：「本事業の概要について」 

北海道教育庁生涯学習推進局社会教育課 
 

(3) トークセッション：「北海道における障害者の生涯学習推進～過去・現在・未来～」 

ＮＰＯ法人コミュニティワーク研究実践センター 理事    宮 﨑 隆 志 氏 

医療法人稲生会 理事長                   土 畠 智 幸 氏 

北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル砂川 社会教育主幹 尾 山 清 龍 氏 
 

(4) カフェサボッチャ：誰でも参加可能な発表、展示、体験ブース 

（お昼休憩を兼ねておりますので、御自由に参加ください。） 
 

(5) パネルディスカッション：「北海道内各地の実践〜過去・現在・未来～」 

いっしょにね！文化祭実行委員会 事務局          田 島 美 穂 氏 

Ｕスタイル北海道プロジェクト ＤＥＩ＆Ｓアドバイザー   鹿 野 牧 子 氏 

          ＮＰＯ法人カムイ大雪バリアフリー研究所 代表理事     五十嵐 真 幸 氏 

          みらいつくり研究所 学びのディレクター           松 井 翔 惟 氏 
 

９ 申  込 令和６年(2024年)１月26日（金）まで 

※右の二次元バーコードからもお申し込み可能です。 

※当日の飛び入り参加も可能です。 
 

10 そ の 他 当日の写真や映像については、ホームページや報告書等で活用する場合 

       がありますので、予め御了承ください。 
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